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ま
た
、
平
成

年
に
農
業
系
バ

21

イ
オ
マ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
詳
細

な
検
討
を
行
い
、
稲
わ
ら
を
ペ

レ
ッ
ト
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

猿
南
幌
温
泉
へ
の
ボ
イ
ラ
ー
の

導
入平

成

年
３
月
に
な
ん
ぽ
ろ
温
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泉
ハ
ー
ト
＆
ハ
ー
ト
に
、
稲
わ
ら

ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と
す
る
ペ
レ
ッ

ト
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
、
本
館
の

給
湯
（
シ
ャ
ワ
ー
、
カ
ラ
ン
な
ど
）

の
お
湯
を
作
っ
て
い
ま
す
。
稲
わ

ら
は
ケ
イ
素
が
多
い
こ
と
か
ら
焼

却
灰
が
固
ま
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
現
在
は
木
質
ペ
レ
ッ

ト
と
稲
わ
ら
ペ
レ
ッ
ト
を
１
対
１

の
割
合
で
混
合
し
て
使
用
し
て
い

ま
す
。

猿
そ
の
他
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
あ
い

く
る
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
発
電
し
た
電
気
は
あ
い

く
る
で
使
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
童
保
育
室
や
公
民
館
、

ふ
る
さ
と
物
産
館
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

ま
た
平
成

年
度
よ
り
、
再
生

25

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進

す
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
費
用
や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
購
入
費
用
に
対
し
て
補
助
を
し

て
い
ま
す
。

よ
り
放
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
は
、

生
物
が
生
長
す
る
過
程
で
大
気
中

か
ら
吸
収
し
た
も
の
な
の
で
、
地

球
温
暖
化
を
引
き
起
こ
す
二
酸
化

炭
素
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

猿
ペ
レ
ッ
ト

ペ
レ
ッ
ト
と
は
樹
木
な
ど
の
原

料
を
細
か
く
砕
き
、
圧
縮
し
て
棒

状
に
固
め
て
成
形
し
た
も
の
で
,

長
さ
が
１
～
２
セ
ン
チ
、
直
径
が

６
～

ミ
リ
が
主
流
で
す
。
ペ

12

レ
ッ
ト
を
燃
料
と
す
る
ペ
レ
ッ
ト

ス

ト

ー

ブ

は
、
燃
料
を

自

動

的

に

燃

焼

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

な

ど
、
操
作
性

に
優
れ
て
い
ま
す
。

猿
稲
わ
ら
ペ
レ
ッ
ト
の
取
り
組

み
南
幌
町
で
は
、
平
成

年
２
月
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に
「
南
幌
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
町
内
の

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
量
や
利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
稲

わ
ら
な
ど
の
農
業
系
バ
イ
オ
マ
ス

が
利
用
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
一
番
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

猿猿猿
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ーー

法
律
で
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し

て
永
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、

太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、
地
熱
、

太
陽
熱
、
大
気
中
の
熱
、
そ
の
他

の
自
然
界
に
存
す
る
熱
、
バ
イ
オ

マ
ス
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
石
油
な
ど
の
有
限
な
も

の
と
違
い
、
資
源
の
枯
渇
な
ど
の

お
そ
れ
が
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

す
。ま

た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
発
電
や
熱
利
用
す
る
と
き
に

も
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る

二
酸
化
炭
素
を
ほ
と
ん
ど
出
さ
な

い
こ
と
か
ら
地
球
環
境
に
や
さ
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
石
油
や

天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料
に
そ

の
多
く
を
頼
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

化
石
燃
料
の
ほ
と
ん
ど
は
、
海
外

か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
お
り
、

世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
急

激
に
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻

く
状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
エ
ネ
ル

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ーー

と
は
と
は
？？

ギ
ー
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め

に
は
、
資
源
の
枯
渇
の
恐
れ
が
少

な
く
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い

太
陽
光
や
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
っ
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

猿
バ
イ
オ
マ
ス

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と

つ
で
あ
る
バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、
バ

イ
オ
（
生
物
資
源
）
の
マ
ス
（
量
）

を
表
す
言
葉
で
、
一
般
的
に
は
、

再
生
可
能
な
生
物
由
来
の
有
機
性

資
源
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

ま
た
、
木
や
稲
わ
ら
と
い
っ
た

バ
イ
オ
マ
ス
を
燃
焼
す
る
こ
と
に

南
幌
町
の
取
り
組
み

現在、稲わらペレットを燃料とする住

宅用のペレットストーブは販売されてい

ません。しかし、町では稲わらペレット

を利用しているところを皆さんに見ても

らい、稲わらが身近な燃料であることを

知ってもらえるように、ペレットストー

ブを、稲わらペレットも利用できるよう

に改良し、役場のロビーに設置しました。

現在は、木質ペレットに稲わらペレッ

トを10％混合して燃やしています。また、

稲わらペレットを燃料とするペレットス

トーブは、日本で初めて導入したことも

あり、利用しながら最適な燃料の混合率

や燃焼方法などを確認していきます。今

後は、ペレットストーブの周りに、パネ

ルやペレットのサンプルなどを置いて、

町民の皆さんにこの取り組みについて広

くアピールしていきたいと考えています。

役場庁舎に稲わらペレットを利用したストーブを設置しました！

南
幌
町

南
幌
町
のの
稲
わ
ら

稲
わ
ら
ペ
レ
ッ

ペ
レ
ッ
トト

の
取
り
組
み
に
つ
い

の
取
り
組
み
に
つ
い
てて


